
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品川区立鈴ヶ森小・中学校、早稲田実業高、早稲田大学（政経学部政治

学科 専攻は地方行政）・同大学院博士課程で学ぶ。東京大学研究員、塾

などを経て、教師（早稲田実業高、都立日比谷高・青山高・大森高）。 

軟式野球ルーキーズ監督。平成19年４月 無所属・新人として2541票

の支持をいただき初当選（40人中17位）。 

しがらみのない無所属 

  

無所属クラブ区政報告  
            2007年 
No.      9月 

 

品川区議会議員 
高 橋 慎 司 
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 品川区の不燃・可燃ごみの量は、減少傾向に 

ありますが年間８万トン以上、そして、ごみ・ 
資源の処理経費は年間６０億円以上。区民一人 

当たり年間約２万円かかっています（平成17年度）。  
 ごみ１㎏あたりの回収処理経費は約56円（平成 

16年）。一方、「品川区イズ」にもあるように資源の 
処理経費は、古紙約31円/㎏、びんは約46円/㎏、缶は 

約134円/㎏、ペットボトルは約146円/㎏など、廃棄物の処理には大きなｺｽﾄがかけられ
ています（平成 17年度）。回収⇒再生（リサイクル）費用の方が新品を作るよりｺｽﾄが高

いという意見もあります（『リサイクル幻想』武田邦彦 文春新書）が、直面する問題と
して、このような膨大な処理経費・エネルギー抑制と最終処理場（東京湾）の延命のため

に、そして何よりも限られた資源を大切にするためにも「循環型社会」を実現する必要が
あります。そのために区民・事業者がごみ減量に取り組まなければなりません。 

区民による資源の集団回収・リサイクルといった地域や組織的な取り組み、また事業者
の事業活動の中でのごみ減量などの具体的行動に対して品川区が条件整 

備を行うことが不可欠です。例えば地域の資源集団回収団体には区が 
１㎏につき６円の報奨金と月額2000円の協力金を支給しています。現 

在471団体（町会・自治会134、マンション管理組合265など）が活動 
しています。また、商店街のエコスポット（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・空き缶回収機、 

区内11ヵ所設置）の維持管理費用の一部を区が負担しています。 
 私の所属する『品川区廃棄物減量等推進審議会』では、ごみを減量し 

リサイクル社会を築くために、清掃事業に関して「区民・事業者と区が 
どのように協働すればよいか」を審議し、平成21年に答申します。審議 

内容は、適宜ご報告します。 
 

品川のごみ事情 
 

品川区商店街連合会は、レジ袋
代わりに使える「もったいない風

呂敷」を製作。ﾃﾞｻﾞｲﾝは、区内の
小学生が描いたものとﾃﾞｻﾞｲﾅｰの

作品との２種類。費用は１枚500
円。品川区が約150万円助成。区

内のお祭りの賞品や地域団体に
販売。人気があるそうです。 

（8/18ｻﾝｹｲ新聞、8/21日経新聞） 

 《もったいない風呂敷》 

サンマの美味しい

季節です♪♪ 

☆☆☆品川区イズ☆☆☆ 
Ｑ：資源（古紙・びん・ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ・缶）の処

理経費（平成 17年度）のうちﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ

は、１㎏当たりいくらでしょうか。 

①約31円 ②約46円 ③約134円  

④約146円  (解答はウラに) 

 

高橋しんじプロフィール 

 




